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　[概要］
　　大和高田市は、奈良県の北西部に位置する人口約61,000人の市である。
県内12市の中で最小（16.48㎢）の市域を有している。鉄道網が整備されて
おり、大阪へも約30分ほどで行け、立地としても優れている。市内には、葛
下川、高田川、葛城川の一級河川をはじめ、多くの河川があるが、2本の一
級河川が天井川であることから水害の危険性がある。
　視察先の「市民交流センターコスモスプラザ」は、平成28年に開設された
地上４階建ての施設である。人口減少等の課題から、市民協働の拠点として
建設されている。１階は駐車場と子どもが遊べる遊具がある芝生広場、２階
は誰もが利用できる交流スペースとなっている。他に市の総合事務所も設置
されている。３階は子育て支援センターと託児所の他に保健所や消費生活セ
ンターなど県の事務所が入っている。4階は多目的室や高齢者の相談室と
なっている。
　一方で、令和3年7月に新庁舎が建設されるまでは、旧庁舎の耐震化が図ら
れていなかったことから第二災害対策本部の設置場所として想定されてい
た。
　市民交流センターの防災機能として、地下に大型浄化槽、140tの雨水貯留
槽（通常時もトイレ等に使用）、防火水槽、オイルタンク（重油5,000ℓ）、
耐火性貯水槽（40㎥　災害時等緊急遮断弁が作動）、受水槽（18㎥）が整備
されている。
　また、市域が都市ガスのため１階にはLPガス収納庫があり、緊急時にはPA
ジェネレーターを作動させることでLPガスが稼働できる。また炊き出し室に
は、炊き出し機器7台が常備されている。
　各フロアには、備蓄倉庫が設けられ、資機材とともに備蓄品が保管されて
いる。屋上には、発電装置と太陽光パネルが設置されており、周辺地域の拠
点としての装備がされている。
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［所感］
　大和高田市は大阪市への通勤圏ということもあり、非常に防災面がしっ
かりしていると思う。防災井戸等も設置されており、浄化槽の維持管理費
等は必要となるものの、防災井戸等の防災対策が本市でも必要であると感
じた。
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